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魚類の回遊や摂餌をはじめとする生活履歴を復元することは、水産資源管理や絶滅危惧

種の保護活動の観点から重要である。魚類の生活履歴復元のための一般的な手法として、

体組織の微量元素分析や安定同位体比分析が挙げられる。近年は加速器質量分析装置

（AMS）を使った分析手法の進展により、放射性炭素(14C)の高精度測定が可能となった。
これにより核実験起源の 14Cを利用した一年単位の年齢査定など、魚類の生態解明等に
しばしば用いられてきた。前述の 14C分析には主に耳石が応用されてきたが、より炭素
量が多く細かい分析が可能な水晶体の分析も着目されている。これらの組織は、元素が

同化されると代謝の影響を受けず層状に形成されるため、層ごとに化学構成分析を行う

ことで時系列の情報を得られるという利点がある。しかし耳石と水晶体はそれぞれ炭素

源が異なるとされ、それらの 14C値の比較可能性については、まだ十分な検討がなされ
ていない。本研究では、耳石及び水晶体の炭素源を定量的に評価することを目的とし、

餌および飼育海水の管理下で飼育された魚類の耳石及び水晶体の 14C分析を行った。 
分析には海洋生物環境研究所実証試験場にて孵化・飼育されたアマノガワテンジクダイ

Pterapogon kauderniを用いた。冷凍された対象魚は、解凍後に耳石及び水晶体を摘出し
た。耳石および水晶体を各個体 2つずつ採取し、片方はバルクでの分析を行なった。も
う片方はより高時間解像度の情報を得るという目的のもと、耳石はマイクロミリングに

より、水晶体はピンセットを用いて稚魚期と成魚期の試料をそれぞれ採取した。採取し

た試料はグラファイト化を行い、東京大学大気海洋研究所が所有するシングルステージ

AMSを用いて 14Cを測定した。AMS測定から得られた 14C値を用いて、水晶体への炭
素の寄与率を計算した。 
耳石に関して、14C 測定結果から計算された代謝由来炭素寄与率（M）は先行研究で報
告された値とよく一致した。一方水晶体に関して、M値は 100%とは顕著に異なった。
これは水晶体中の炭素は全て代謝由来であるという従来の説とは異なる結果である。 
発表では現在分析中である、成長段階に伴う耳石・水晶体の炭素源の変化についても合

わせて議論する予定である。 
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